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研究成果の概要（和文）： 
 分裂文は、文中の要素を焦点として際立たせる構文であり、日本語では「A であるのハ B だ」 
や「A であるのガ B だ」の形で、また英語では“It is that ...”強調構文として現れる。本
研究では、コピュラ文と名詞句に関する新しい理論を武器にして、分裂文をめぐる意味論的・
語用論的問題を検討した。とくに、「社長であるのはあいつだ」と「?殺人犯であるのはあいつ
だ」の対比に注目し、名詞句 A の指示性の問題と分裂文の意味構造の間の内的関係を追求した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
   A cleft sentence is a construction used to mark an element in a sentence as a focus.  
Japanese cleft sentences have the forms “A de aru no wa B da” and “A de aru no ga B 
da”, while English cleft sentences have the “clefting” form “It is … that ….”  This 
study gave semantic and pragmatic considerations to various problems concerning 
(English and Japanese) cleft sentences, through the application of a new and highly 
effective theory on copular sentences and noun phrases.  Specifically, it took notice of 
the contrast in acceptability between two types of sentences exemplified by “Shachoo 
de aru no wa aitsu da” (It is that guy who is the president.) and “?Hannin de aru no wa 
aitsu da” (It is that guy who is the murderer.) and pursued the internal relation between 
the referentiality of noun phrase A and the semantic structure of cleft sentences. 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 分裂文に対するこれまでの言語学的研
究では、(i)生成文法理論の立場からの統語
論的考察、もしくは (ii)談話文法の立場か
らの「新情報と旧情報」あるいは「前提と焦
点」という概念による説明のいずれかが主で
あり、分裂文自体に対する意味論的・語用論
的観点からの考察は十分とはいえなかった。 
 
(2) 本研究メンバーは、1998年以来、本研究
の背景となる「名詞句の指示性・非指示性に
ついての研究」および、それを基礎にした「コ
ピュラ文や存在文に関する意味論的研究」を
精力的に行ってきた。それらの研究を集大成
した西山(2003)は、「コピュラ文と多様な構
文との間には変項名詞句を介して意味構造上、
密接なつながりがある」という仮説を提唱し
た。この仮説は、言語学界において多大な注
目を浴び、活発な議論を呼んだ。 
 
(3) コピュラ文の一種である分裂文において
も、名詞句の指示性・非指示性の意味機能の
違いがこの構文の多様な意味構造の形成に決
定的に寄与すると予測されるが、この理論的
予測を多くの言語データによって検証するこ
とがまさに本研究の出発点になった。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 分裂文「A であるのは B だ」が有する多
様な意味の決め手になると思われるものは、
A および B の意味性質、とりわけ「指示性・
非指示性」という概念の中身である。本研究
は、研究代表者と分担者による名詞句および
コピュラ文・存在文に関するこれまでの研究
成果を分裂文の分析に適用することによっ
て、分裂文のもつ多様な意味構造と情報構造
に新しい光を投げかけることを意図するも
のである。より具体的には、以下の諸問題を
取り上げて考察を行う。 

       ① 分裂文の定義に、意味論的あるいは談 
    話文法的観点はどこまで要求されるか。 

    ② WH-cleft 構文の主語節を、疑問詞の 
         what を先頭にもつ間接疑問節といかに      
     区別すべきか。自由関係節を主語とす 
         るコピュラ文はつねに分裂文であるか。 

  ③ it-Cleft 構文と WH-cleft 構文の本 
    質的な違いは何か。 
  ④ 分裂文と提示文(presentational  
      sentence)との本質的な違いは何か。 
   ⑤「ハ分裂文」と「ガ分裂文」との間の 
      質的な違いは何か。 

 
    (2)分裂文を、それと一見類似した構文とい 

 かに区別すべきか。例えば、英語の it-Cleft 
     構文を it 外置構文、関係節構文からいかに    
     区別するか。 

 
 
３．研究の方法 
(1) さまざまなタイプのコピュラ文の特徴 
を考察し、その中に現れる名詞句の特性を、
定性、指示性・非指示性の観点から明確にす
ることの意義を再確認する   
 
(2) 分裂文の用法を詳細に検討して、その定
義を明らかにする。日本語、英語、ドイツ語、
フランス語などの分裂文を取り上げ、動詞文
との対応、変項名詞句の関与を手がかりに考
察を行う。  
 
(3) 「ハ分裂文」と「ガ分裂文」の違いを明
確にするために、B が格助詞を伴うかどうか、
どのような格助詞が許されるか、広くデータ
を集めて検討する。 
 
(4) 分裂文の使用に関して、近年の語用論モ
デルである関連性理論(Relevance Theory)に
よる説明の可能性を探る。とくに、「ガ分裂
文」「ハ分裂文」の談話における使用条件を
関連性理論によってどのように説明するか
を検討する。 
 
(5) (i)のように、「ガ分裂文」のなかには、
提示文(presentational sentence)としての
機能を果たすと思われるものがある。 
   (i)とくにおすすめなのがこのワインで
す。このタイプの「ガ分裂文」を英語、ドイ
ツ語、フランス語などの提示文と比較して、
提示文の諸特徴を明らかにする。 
  
(6) 分裂文 Bの位置に現れる要素の特徴を探
る。複数の要素が入ることが可能か、全称量
化記号(everybody など)は可能かという問
題を、日本語と他言語の分裂文の比較しなが
ら検討する。 
 
これらの作業を効率的に行うため、分裂文に
関する資料を集積し、データベースを充実さ
せる。そして、各国語のインフォーマントを
活用する。また、研究者間同士の討論のため
の会合を定期的に開催する。 
 
 
 



 

 

４．研究成果 
(1) 日本語においては指定文「あの男が犯人

だ」に対応する倒置指定文「犯人はあの男
だ」は構築できるが、「犯人であるのはあ
の男だ」のような分裂文は構築できない。
一方、指定文「あの男が病気だ」に対応す
る分裂文「病気であるのはあの男だ」は構
築できるが、倒置指定文「病気はあの男だ」
は構築できないことを観察した。さらに、
「あの男が社長だ」に対応する倒置指定文
「社長はあの男だ」も「社長であるのはあ
の男だ」のような分裂文も構築できること
にも着目し、「A であるのは B だ」の形をと
る分裂文を、A に登場する名詞句の意味の
観点から分析した。 

 
(2) 日本語のガ分裂文「とくにおすすめなの

がこのワインです」とハ分裂文「とくにお
すすめなのはこのワインです」の違いはど
こにあるかという問題を英語の it-cleft 構
文と関係づけて検討した。 

 
(3)語用論の新しいモデルである関連性理論 

(Relevance Theory) の立場から、分裂文「A
であるのは B だ」における A に自由拡充
（free enrichment）という語用論的操作が適
用されうるかどうかについて論じた。 

 
(4) predicational it-cleft と呼ばれている「指

定の解釈よりも措定の解釈の自然な
it-cleft 構文」について、広範なデータを用
いて分析した。とくに、proverbial it-cleft、
叙述名詞句の解釈を要求する名詞句が焦
点に現れた it-cleft、値のあり方を表す
it-cleft を取り上げ、その特徴を探った。 

 
(5)焦点の位置に複数の要素が入ることが可

能か、全称量化詞が焦点となりうるかとい
う観点から it-cleft、WH-cleft と日本語の
分裂文とを比較した。日本語の分裂文は 

 it-cleft と類似した特徴を示すことが分か
った。 

 
 (6) 分裂文を扱った文献は少なくないが、

分裂文に登場する名詞句の指示性や飽和
性に着目し、コピュラ文や存在文との関係
で分裂文の意味論・語用論を扱っているも
のは皆無である。本研究は、研究代表者が
これまで行ってきたコピュラ文、存在文の
研究を通して実証された「指示的名詞句」
「変項名詞句」「非飽和名詞」の概念が、
分裂文の分析においても有効であること
を検証した。 
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